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日本心理学会第 66 回大会 ワークショップ「スピーチにおける感性情報-3-」 

[研究概要] 
 

演題(4)：「電話音声対話システムとユーザの対話方法～応用的検討～」 
所属：オムロン（株）IT 研究所 音声対話研究室 
氏名：大本浩司 
 
[背景] 
 音声認識技術や音声合成技術の実用化に伴い，人と音声対話システムが電話音声でイン

タラクションする機会が増えている．例えば，①コールセンターのオペレータに代わる電

話自動応答システム，②インターネット上の情報を電話音声で提供する音声ポータルがあ

る．弊社では，以上のようなシステムの研究開発を進めており，その中で音声対話システ

ムのユーザインタフェースを検討している．ユーザが音声対話システムを心地良く利用で

きるように，技術的制約を考慮して「対話」を設計している．そこで，今回のワークショ

ップでは，弊社が検討してきた電話音声対話システムとユーザの「対話」に焦点をあて，

現状の対話設計に関する取り組みと具体事例について紹介する．心理学的な観点から問題

点や改善事項をご指摘頂きたい． 
 
[目的] 
 ・電話音声対話システムとユーザの対話を工夫して設計することで，システムの利用品

質を向上すること 
[内容] 
（１） オムロンの取り組み内容 
（２） 電話音声対話システムにおけるユーザビリティ 
（３） 今回紹介する応用事例の概要 
（４） 音声メディアの対話特性 
（５） 画面メディアの対話特性 
（６） 各メディアの長所を活かした効率的な対話 
（７） 電話音声対話システムの事例 

[課題] 
 （１）新たな対話機能を考案することで音声対話システムの利用品質を向上すること 
 （２）音声 IF と画面 IF を組み合わせることで，各 IF のメリットを最大化すること 
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